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2023年度 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

（R5年度） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15）

Ⅰ 1.4％で一定

Ⅱ 0.7％で一定

Ⅲ 0.0％で一定

Ⅰ 1.4％で一定

Ⅱ 0.7％で一定

Ⅲ 0.0％で一定

（億円） （か月分）棒グラフ：準備金残高 （目盛：左） 折れ線グラフ：法定準備金に対する比率（目盛：右）

○ ５年収支見通しと同様の前提をおいて、平均保険料率を10.0％で維持した
場合について、今後10年間（2033年度まで）の各年度末における協会けん
ぽの準備金残高と法定準備金に対する残高の状況に係るごく粗い試算を行っ
た。

賃金上昇率のケースごとの今後１０年間の準備金残高と収支見通し
ケースⅠ：賃金上昇率 1.4%
ケースⅡ：賃金上昇率 0.7%
ケースⅢ：賃金上昇率 0.0%
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（R5年度） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15）

10.0%

9.9%

9.8%

9.7%

9.6%

9.5%
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9.9%

9.8%

9.7%

9.6%
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（億円） （か月分）棒グラフ：準備金残高 折れ線グラフ：準備金残高／法定準備金 （か月分）

2024年度

以降の料率

保険料率のケースごとの今後１０年間の準備金残高と収支見通し

○ ５年収支見通しと同様の前提をおいて、ケースⅡ（賃金上昇率0.7％）に
おける2024年度以降の平均保険料率を10.0％～9.5％でそれぞれ維持した場
合について、今後10年間（2033年度まで）の各年度末における協会けんぽの
準備金残高と法定準備金に対する残高の状況に係るごく粗い試算を行った。

注．上記の試算結果は、保険料率の変更に伴う加入者数等の変動は考慮していない。
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○保険料率を変更した場合の試算結果

注．上記の試算結果は、保険料率の変更に伴う加入者数等の変動は考慮していない。



単年度収支差と準備金残高等の推移 （協会会計と国の特別会計との合算ベース）
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健診結果・問診結果

健診受診率等

2020から2022（令和２年度から4年度）健診結果及び問診結果の地域差指数-1

健診受診者の中で代謝のリスク保有率が全国平均より大きく上回っています。

問診項目では、体重１０kg以上増加者の割合、運動習慣改善要素保有者の
割合が高く、代謝リスク悪化の要因になっている可能性が高いと思われます。

協会けんぽ保有データからわかること
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〇協会けんぽ（旧政府管掌健康保険）傷病手当金「精神および行動の障害」件数割合推移

右肩上がり

平成10年 平成15年 平成20年 平成22年 平成25年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

全国 5.1 10.1 21.5 25.6 25.7 27.6 28.6 29.1 31.3 32.7 33.0 18.1

岡山 0.0 0.0 0.0 23.8 25.3 26.7 29.5 28.9 30.2 31.7 31.3 16.9
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※

メンタルヘルス不調等を理由とした申請の割合は年々上昇傾向となっています。
平成10年は5.1％、平成25年には25.7％、令和元年には31.3％と30％を超え、令和3年度には33％と更に増加しています。
令和4年度は新型コロナウイルス感染症による申請件数が増加したため割合が減少していますが依然として高い状況です。

※協会けんぽは平成20年10月、旧政府管掌健康保険より継承を受け設立した公法人です。平成10年から平成20年は旧政府管掌健康保険当時の全国の数値のみの表示です。

メンタル不調等による傷病手当金



〇令和3年度 傷病手当金支給件数の傷病別割合（全年齢）
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傷病手当金の申請のうち最も多いのがメンタルヘルス不調等（上の円グラフ：精神及び行動の障害）です。
次いで新生物（がん）となっており岡山支部においても同傾向です。

※対象：令和3年10月（現金給付受給者状況調査より）

メンタル不調等による傷病手当金
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〇令和4年度 傷病手当金支給件数の傷病別割合（全年齢）
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傷病手当金の申請のうち最も多いのがメンタルヘルス不調等（上の円グラフ：精神及び行動の障害）です。
次いで新生物（がん）となっており岡山支部においても同傾向です。

※対象：令和4年10月（現金給付受給者状況調査より）

メンタル不調等による傷病手当金
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〇令和3年度 傷病手当金支給金額の傷病別割合（全年齢）
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岡山

傷病手当金支給金額においてもメンタルヘルス不調等（上の円グラフ：精神及び行動の障害）が最大です。
件数の傷病別割合と数値の差はあるものの同傾向です。

※対象：令和3年10月（現金給付受給者状況調査より）

メンタル不調等による傷病手当金
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〇令和４年度 傷病手当金支給金額の傷病別割合（全年齢）
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傷病手当金支給金額においてもメンタルヘルス不調等（上の円グラフ：精神及び行動の障害）が最大です。
件数の傷病別割合と数値の差はあるものの同傾向です。

※対象：令和4年10月（現金給付受給者状況調査より）

メンタル不調等による傷病手当金
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